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ヴァルフリッド・ポールソン

は
じ
め
に

フ
ラ
ソ
ス
と
同
じ
面
積
に
八
五
〇
万
の
人
び
と
が
住
み
、

ほ
父

一
〇
万
の
湖
と
国
土
の
半
ば
を
蔽
う
森
林
を
も
つ
国

ー

ス
ウ

ェ
ー
デ
ソ
を
外
か
ら
見
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に

も
環
境
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
住
居
様
式
は

一
世
紀
の
間
に
根

本
的
に
変

っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
頃
に
は
都
市
の
人

口
は
三
〇
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
六
〇
年
後
に
は
七
〇
%

と
な
り
、
今
世
紀
末
に
は
九
〇
%
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
都
市
住
居
は
世
界
の
標
準
か
ら
見
る
と

小
さ
い
。
そ
の
首
都
地
域
の
人
口
は

一
五
〇
万
で
、
工
場
は

広
く
分
散
し
、
大
き
な
関
連
工
業
地
帯
は
事
実
上
存
在
し
な

い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
は
た
い
へ
ん
水
に
は
恵
ま
れ
、
湖
に
は

六
〇
〇
〇
億
立
方
米
の
水
が
あ
り
、
家
庭
と
工
場
で
は
年
間

四
〇
億
立
方
米
の
水
を
消
費
し
て
い
る
。

環
境
へ
の
関
心
は
も
と
は
自
然
保
護
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。

国
立
自
然
保
護
協
会
は
今
世
紀
の
初
め
に
創
立
さ
れ
、
最
初

の
国
立
公
園
は

一
九
〇
九
年
に
設
置
さ
れ
た
。
環
境

へ
の
思

考
が
広
が
り
強
く
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
二
〇
年
の
こ
と
で
あ

る
。
国
立
環
境
保
全
機
関
が
創
立
さ
れ
た
の
は

一
九
六
七
年

で
、
環
境
保
全
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は

一
九
六
九
年
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け
る
国
連
人
間
環

境
会
議
以
来
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
国
際
協
力
で
活
躍
し
て
き

た
。主

な
公
害
問
題

国
内
問
題

自
動
車
に
よ
る
交
通
が
都
市
区
域
の
空
気
汚
染
の
最
大
の

根
源
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
は
ガ
ソ
リ
ン
使
用
車

へ
の
規

制
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
大
部
分
の
国
々
よ
り
も
厳
格
な
規
制

を
行

っ
て
い
る

(米
国
の

一
九
八
七
年
標
準
)
。

一
九
八
六

年
以
降
無
鉛
ガ
ソ
リ
ソ
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
空
気
汚
染
の
根
源
で
あ
る
家

庭
暖
房
は
次
第
に
減
少
し
た
。
こ
の
達
成
の
大
部
分
は
地
域

加
熱
工
場
が
広
く
用
い
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
と
、
低
硫

黄
燃
料
使
用
の
お
か
げ
で
あ
る
。

都
市
地
区
で
は
騒
音
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
先

見
性
の
あ
る
計
画
、
発
生
源
で
の
音
の
低
下
、
騒
音
の
遮
断

と
建
築
外
部
の
防
音
な
ど
を
ふ
く
む
種
々
の
方
法
が
、
騒
音
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図1

問
題
の
拡
大
と
と
も
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
も
著
し
い
タ
イ
プ
の
水
質
汚
染
に
つ
い
て
は
、
下
水
処

理
所
を
大
規
模
に
拡
大
し
、
ま
た
あ
る
種
の
産
業
工
場
か
ら

の
排
水
を
、
充
分
に
純
化
す
る
方
法
で
制
御
し
て
ぎ
た
。
い



ま
都
市
人
口
の
2
/
3
以
上
は
、
生
物
化
学
的
浄
化
槽
に
連

結
さ
れ
て
お
り
、
現
在
何
等
の
処
置
も
受
け
な
い
都
市
住
民

は
○

・
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
パ
ル
プ
工
業
か
ら
の
塩
素
殺
菌

物
質
、
鉱
山
か
ら
の
重
金
属
、
農
業
か
ら
の
硝
酸
塩
と
燐
酸

塩
な
ど
の
流
出
が
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
。

固
形
廃
棄
物
問
題
は
生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
今
日
、
す
べ
て
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
人
は
年
間

三
〇
〇
㎏
。の
家
庭
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
庭
ゴ

ミ
を
大
規
模
施
設
で
分
離
回
収
す
る
の
は
成
功
し
て
い
な
い

の
で
、
現
在
は
地
域
暖
房
の
燃
料
と
し
て
用

い
て
い
る
。
将

来
は
発
生
源
で
の
分
別
を
促
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
聞
や

雑
誌
は
各
世
帯
で
分
別
し
、
工
場
に
還
元
す

べ
き
だ
。
ア
ル

ミ
か
ん
と
電
池
に
つ
い
て
は
、
特
別
措
置
が
講
ぜ
ら
れ

つ
つ

あ
る
。
九
〇
年
代
に
は
、
地
方
自
治
体
は
危
険
な
廃
棄
物
処

分
は
充
分
注
意
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

い
く
つ
か
の
殺
菌
剤
は
き
わ
め
て
分
解
が
お
そ
い
た
め
、

自
然
界
で
の
食
物
連
鎖
過
程
で
次
第
に
ふ
え
、
そ
の
連
鎖

の

終
末
で
は
き
わ
め
て
高
含
量
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
よ
く
知
ら

れ
た
殺
菌
剤
の
う
ち
、
D
D
T
は
完
全
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

P
C
B
は
例
外
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
扱

い
は
閉
鎖
過
程
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
生
物
相
中
の
D
D

T
と
P
C
B
の
濃
度
は
減
少
し
て
い
る
。

越
境
問
題

こ
こ
数
十
年
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
北
米
の
陸
地
と
水
は

急
激
に
増
加
し
た
酸
性
沈
澱
物
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

最
大
の
理
由
は
化
石
燃
料
の
使
用
の
増
大
に
よ
る
。
こ
れ
ら

の
燃
料
の
燃
焼
に
よ
り
放
出
さ
れ
る
大
量
の
硫
黄
と
窒
素
の

酸
性
化
合
物
が
、
大
気
に
よ
っ
て
長
距
離
運
搬
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
。
こ
の
酸
性
物
質
の
放
出
は
主
と
し
て
次
の
二
種
の

環
境
問
題
を
惹
き
起
す
。
第

一
に
、
と
く
に
大
気
中
に
放
出

さ
れ
た
高
濃
度
の
S
O
、
は
、
人
間
の
健
康
、
農
作
物
、
そ

れ
に
物
質
に
危
害
を
及
ぼ
す
。
第
二
の
問
題
は
こ
れ
ら
の
硫

黄
や
窒
素
化
合
物
の
沈
着
が
、
陸
地
や
水
を
酸
性
化
す
る
こ

と
に
よ
る
酸
性
化
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
湖
や
河
川

の
生
物
は
影
響
を
う
け
、
ま
た
土
壌
と
地
下
水
の
性
質
に
も

変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

表11980以 降 ス ウ ェー デ ンに沈 降 した 各
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酸
性
化
は

一
九
八
○
年
代
の
環
境
問
題
の
う
ち
、
最
も
重

要
な
も
の
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
。
酸
性
化
の
漁
業
及
び
湖

や
河
川
に
お
け
る
動
植
物
相
全
体
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
、

い
ま
鼠
で
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
り
明
確
に
立
証
さ
れ
て
い

る
。
ほ
ぼ

一
五
、
○
○
○
の
湖
と

一
〇
万
キ
ロ
の
河
川
が
損

害
を
受
け
て
い
る
。
酸
性
化
は
ま
た
地
下
水
と
土
壌
に
つ
い

て
も
脅
威
で
あ
る
。
森
林
生
産
力
の
減
少
と
金
属
の
移
動
の

結
果
と
し
て
、
重
大
な
被
害
の
長
期
に
及
ぶ
リ
ス
ク
は
き
わ

め
て
高
い
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け

る
酸
性
沈
澱
物
の
九
〇
%
が
、
外
国
の
発
生
源
か
ら
来
る
点

で
あ
る

(図
-
二
、
図
-
三
)
。

酸
や
塵
、
ガ
ス
は
風
に
運
ば
れ
国
境
を
こ
え
て
く
る
。
空

図2越 境 してスェーデンに沈降した硫黄の量(1985)

気
運
搬
の
全
貌
を
見
る
と
、
硫
黄
と
窒
素
化
合
物
を
、
塩
化

物
馬
多
環
式
芳
香
族
炭
化
水
素
、
重
金
属
、
及
び
大
き
さ
や

性
質
の
異
な
る
種
々
の
粒
子
と
交
換
す
る
こ
と
で
あ
る
。

燐
酸
塩
や
硝
酸
塩
な
ど
の
肥
料
や
、
持
続
的
な
生
物
蓄
積

型
合
成
化
学
製
品
に
よ
る
主
要
な
汚
染
は
、
越
境
公
害
の
他

の
例
で
あ
る
。

優
先
課
題

環
境
問
題
の
多
く
は
避
け
ら
れ
な
い
活
動
の
結
果
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
行
う
行
為
の
殆
ど
す
べ
て
は
自
然
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
し
た
が
っ
て
一
方
で
は
環
境
隔
他
方
で
は
雇
用
、

利
益
、
輸
出
の
機
会
、
便
利
と
の
間
に
古
く
て
新
し
い
衝
突

が
つ
ね
に
起
こ
る
。
こ
れ
ら
の
価
値
観
の
相
違
は
、
優
先
課

題
を
決
め
る
困
難
な
作
業
の
必
要
性
を
意
味
し
て
い
る
。

優
先
的
に
扱
う
べ
き
問
題
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

i
重
要
な
種
あ
る
い
は
生
態
系
に
対
し
不
可
逆
的
な
影
響

87



そ の 他

30%

そ の 他『

道路交通

70%

道路交通

ス ウ ェー デン起源外 国 起 源

図3ス ェーデンに沈降した窒素化合物(NOx)の 量

ま
た
は
重
大
な
損
傷
を
与
え
る
も
の

ー
人
間
の
生
存
条
件
に
否
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

1
広
大
な
面
積
に
広
が

っ
て
い
る
も
の

i
悪
化
過
程
が
異
常
な
高
速
度
で
発
生
し
て
い
る
も
の

組
織
的
な
処
置

政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る
責
任
は
大
部
分

環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
帰
属
す
る
。

国
立
環
境
保
全
局
は
環
境
関
係
分
野
の
中
央
事
務
処
理
機

関
で
あ
り
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
議
会
及
び
政
府
の
決
定
を

実
施
し
、
新
し
い
展
開
を
追
跡
し
、
政
府
に
必
要
な
処
置
を

提
言
す
る
。

国
立
環
境
保
全
局
は
空
気

・
水
質
汚
染
、
騒
童
牲
減
、
天

然
資
源
管
理
に
関
し
て
総
合
的
な
機
能
を
も

つ
。
そ
の
研
究

委
員
会
は
、
環
境
保
全
の
研
究
及
び
資
金
の
分
配
な
ど
に
関

す
る
評
議
会
の
役
割
を
果
す
。

研
究
活
動
は
、
環
境
保
全
の
実
務
に
重
要
な
問
題
に
重
点

が
お
か
れ
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
資
金
は
基
礎
的
研
究
に
も

与
え
ら
れ
る
。
調
査
研
究
の
大
部
分
は
外
部
の
研
究
機
関
、

主
に
大
学
と
契
約
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
環
境
政
策
の
重
点
は
、
許
可
及
び
物
的

計
画
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
御
す
る
行
政
的
方
法
に

お
か
れ
る
。

地
方
レ
ベ
ル
で
の
環
境
保
全
の
主
な
責
任
は
、
二
四
の
郡

の
行
政
機
関
に
あ
る
。
こ
れ
等
は
環
境
保
全
法
と
健
康
保
全

法
と
に
し
た
が
っ
て
お
り
、
各
地
方
で
の
最
　昌
機

関
で
あ
る
。

ま
た
労
働
監
視
官
と
と
も
に
、
化
学
製
品
法
に
も
と
つ
く
最

高
機
関
で
あ
る
。
こ
の
郡
庁
の
計
画
課
内
に
は
、
環
境
保
全

機
構
と
緊
密
な
連
絡
を
と

っ
て
、
作
業
す
る
特
別
環
境
保
全

ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
る
。

地
域
レ
ベ
ル
で
の
環
境
保
全
の
責
任
は
、
二
八
四
の
地
方

自
治
体
に
あ
る
。
自
治
体
環
境
保
健
協
議
会
は
建
築
協
議
会

と
と
も
に
環
境
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
環
境

保
健
協
議
会
は
ま
た
環
境
保
全
法
、
保
健
法
及
び
化
学
製
品

法
の
下
で
各
地
域
の
最
高
機
関
で
あ
る
。

基
本
的
な
法
律
制
定

環
境
保
全
法

(
一
九
六
九
)
と
環
境
保
全
条
例
は
空
気

・

水
質
汚
染
や
騒
音
等
を
規
制
す
る
。
認
可
制
に
よ
り
新
建
築

又
は
改
変
の
計
画
、
明
細
そ
の
他
の
デ
ー
タ
を
事
前
に
認
可

す
る
。
本
法
は
環
境
問
題
を
是
正
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
そ
の

防
止
を
目
ざ
し
、
住
民
の
参
加
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

特
別
な
権
限
の
環
境
保
全
特
権
委
員
会
は
環
境
汚
染
を
ひ

き
お
こ
す
発
生
源
に
認
可
を
与
え
る
責
任
が
あ
る
。
郡
の
行

政
と
し
て
は
よ
り
公
害
発
生
の
少
な
い
根
源
を
認
可
す
る
制

度
を
と
り
、
政
府
は
環
境

へ
の
影
響
の
可
能
性
の
小
さ
い
と

き
に
認
可
を
与
え
る
。
こ
の
認
可
は
裁
判
所
の
裁
定
と
同
様

な
重
み
を
も
ち
、
違
反
者
は
罰
金
又
は
拘
禁
す
る
。

化
学
製
品
法

(
一
九
八
六
)
は
製
造
業
者
又
は
輸
入
業

者
は
、
使
用
計
画
を
考
慮
し
た
最
大
限
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ソ
ト
を
す
る
が
、
こ
れ
は
ラ
ベ
リ
ソ
グ
な
ど
の
留
意
方
法
と

し
て
役
立
つ
。
国
定
化
学
検
査
官
は
化
学
製
品
の
使
用
を
統

制
す
る
権
限
を
も
つ

車
輌
排
気
条
例

(
一
九
八
六
)
は
異

っ
た
年
型

の
車
輌

に
つ
い
て
の
排
気
機
構
の
制
約
を
ふ
く
む
。

一
九
八
九
年
以

降
の
型
の
車
輌
に
つ
い
て
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
標
準
は

一

九
八
七
年
の
米
国
の
標
準
と

一
致
す
る
。

そ
の
他
に
ガ
ソ
リ
ソ
中
の
鉛
、
燃
料
中
の
硫
黄
含
量
を
規

制
す
る
条
件
が
あ
る
。

計
画

・
建
設
法

(
一
九
八
七
)
は
決
定
作
業
を
中
央
集

権
と
せ
ず
地
方
、
と
く
に
地
域
レ
ベ
ル
に
下
げ
る
こ
と
に
重

点
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
法
で
は
全
て
の
自
治
体
が
、
各

地
区
全
体
に
わ
た
る
構
造
計
画
を
も
つ
べ
き
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
。
現
在
の
都
市
建
設
計
画
は
、

「地
区
プ
ラ
ソ
」
と

よ
ぶ

一
つ
の
タ
イ
プ
に
か
え
ら
れ
て
い
る
。
地
区
の
議
会
は

計
画
を
公
表
し
、
住
民
の
反
応
を
え
た
後
に
こ
れ
を
承
認
す

る
。天
然
資
源
法

(
一
九
八
七
)
は
新
し
い
計
画

・
建
設
法

と
平
行
し
て
発
展
し
た
も
の
で
、
つ
ぎ
の
各
項
を
ふ
く
む
。

1
天
然
資
源
の
保
全
と
開
発
に
関
す
る
基
本
的
規
制

-
特
定
地
域
に
関
す
る
特
別
な
規
制

-
特
定
ク
ラ
ス
の
工
業
開
発
の
許
可
に
関
す
る
政
府
の
考

慮
に
つ
い
て
の
規
制

さ
ら
に
、
本
法
は
国
及
び
地
域
政
府
が
、
土
地
と
水
、
そ

の
他
の
物
理
的
環
境
に
関
す
る
責
任
を
の
べ
て
い
る
。

国
の
環
境
政
策
の
要
素

国
の
環
境
政
策
の
発
展
は
、
政
策
決
定
に
依
存
す
る
。
世

論
、
国
の
経
済
状
能
僧
科
学
的
技
術
的
情
報
な
ど
す
べ
て
が
、

そ
の
決
定
に
影
響
を
与
え
る
。
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
政
策
の

作
成
や
、
履
行
に
は
柔
軟
性
が
必
要
と
さ
れ
る
。
状
態
が
変

化
し
、
新
し
い
問
題
が
発
生
し
、
新
し
い
削
減
方
法
や
工
業
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課
程
が
発
展
す
る
が
、
同
時
に
長
期
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

長
期
の
目
標

環
境
政
策
の
発
展
に
は
、
目
標
の
設
定
と
そ
れ
を
達
成
す

る
戦
略
の
形
成
が
ふ
く
ま
れ
る
。
長
期
の
目
標
は

一
般
的
な

方
法
で
規
定
さ
れ
る
。

"
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
環
境
保
全
政
策
の
目
標
は
環
境

へ
の

現
在
の
損
害
を
止
め
、
出
来
う
る
限
り
悪
化
し
た
環
境
を
修

復
す
る
こ
と
に
あ
る
。
種
の
多
様
性
と
生
態
系

の
安
定
が
維

持
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
型
の
自
然
を
保
全
す
べ
き
で

あ
る
"
世
界
環
境

・
開
発
委
員
会
が
提
唱
し
た

「持
続
的
発
展
」

(将
来
の
世
代
が
そ
の
要
求
を
求
め
る
可
能
性
を
損
う
こ
と

な
く
、
現
在
の
世
代
の
要
求
を
み
た
す
)
こ
そ
ス
ウ
ェ
ー
デ

ソ
政
府
も
支
持
す
る
、
環
境
的
に
健
全
な
経
済
的
開
発
で
あ

る
。

特
別
の
目
標

戦
略
の
形
成
に
は
作
業
目
標
が
必
要
と
な
る
。
環
境
保
全

法
は
異
な
る
公
害
に
対
し
、
ま
た
生
態
系
と
人
間
の
健
康
の

保
護
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
環
境
保
全
目
標
を
も

っ
て
い
る
。

生
態
系
に
つ
い
て
は
三
つ
の
型
の
物
質
が
あ
る
。

一
、
永
続
的
な
有
機
合
成
化
学
製
品

(D
D
T
、
P
C
珠
、

C
F
蝿
な
ど
)

二
、
自
然
に
環
境
中
に
存
在
す
る
永
続
的
な
物
質

(金
属
、

C
O
、、
N
O
,
な
ど
)

三
、
上
記

一
及
び
二
以
外
の
物
質

生
態
系
の
保
全
は
環
境
中
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
永
続
的
な

合
成
化
学
薬
品
の
含
有
量
が
0
に
近
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
二
の
物
質
の
濃
度
は
天
然
の
レ
ベ
ル
に
関
連
す

べ
き
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
の
汚
染
物
質
は
、
著
し
い
有
害

な
影
響
が
あ
ら
わ
れ
ぬ
レ
ベ
ル
に
保
つ
べ
き
で
あ
る
。

有
機
合
成
化
学
薬
品
に
つ
い
て
環
境
ア
セ
ス
メ
ソ
ト
を
す

る
場
合
、
"持
続
性
"
..ぼ
8
<
巴
筈
旨
身
..
や
"生
態
系
を

損
傷
す
る
"な
ど
の
用
語
が
中
心
と
な
る
。
持
続
的
化
合
物

が
環
境
に
有
害
と
考
え
ら
れ
る
の
に
は
、
そ
れ
が
生
物
相
に

吸
収
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
蓄
積
す
る
傾
向

の
あ
る
物
質
や
そ
の
化
合
物
が
有
毒
な
影
響
を
も
つ
物
質
は

重
視
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
性
質
の
決
定
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

一
般
に
は
"持
続
性
"
と
い
う
用
語
が
有
…機
化
合
物
の
長
期
間

に
わ
た
る
環
境
管
理
の
場
合
の
議
論
で
用
い
ら
れ
る
。
ま
た

徐
々
に
分
解
す
る
化
合
物
も
大
面
積
に
拡
散
し
、
長
期
間
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

放
出
物
又
は
化
学
薬
品
中
の
有
機
化
合
物
が
天
然
の
分
解

作
用
に
充
分
抵
抗
力
が
強
い
と
す
れ
ば
、
長
期
間
に
は
環
境

問
題
を
惹
き
起
す
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
逆
に
見

る
と
、
持
続
的
な
化
合
物
は
そ
れ
が
確
め
ら
れ
た
と
き
に
初

め
て
、
危
険
と
す
る
考
え
は
、
環
境
管
理
を
既
知
の
汚
染
に

か
ぎ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

環
境

に
つ
い
て
既
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
警
告
や
、
将
来
予

見
さ
れ
る
環
境

へ
の
化
学
的
被
害
の
多
く
は
、
持
続
的
な
化

学
薬
品
で
あ
る
。
例
え
ば
P
C
恥
や
D
D
T
は
き
わ
め
て

分
解
困
難
な
有
機
化
合
物
で
、
そ
の
環
境

へ
の
影
響
は
発
見

が
お
く
れ
て
し
ま
う
。
よ
り
最
近
の
例
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ソ
や

類
似
化
合
物
で
あ
る
。

環
境
管
理
の
最
終
目
標
は
、
持
続
的
化
合
物
が
環
境
中
に

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
目
標
は
短

い
時
間
中
で
は
実
現
不
能
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
又
は
放
出
さ

れ
る
持
続
的
化
合
物
の
数
は
た
い
へ
ん
多
い
の
で
、
ど
ん
な

方
法
に
優
先
順
位
を
与
え
る
か
を
き
め
る
場
合
、
技
術
的
、

経
済
的
な
情
報
と
と
も
に
、
ア
セ
ス
メ
ソ
ト
の
基
礎
を
決
定

す
る
の
に
ぼ
8
<
巴
}o
げ白
q

と
①o
o
8
臨
o
一な

の
両
者
を
、

用
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

重
金
属
や
半
永
久
的
に
持
続
す
る
自
然
産
出
の
元
素
は
将

来
永
く
環
境
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
環
境
に
入

り
こ
む
の
を
制
限
し
、
被
害
が
あ
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
究
極
の
目
的
で
あ
る
。
環
境
中
に
あ
る
自
然
レ
ベ
ル

に
比
べ
て
人
為
的
起
源
の
分
布
が
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
い

る
と
き
に
こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
。
し
か
し
自
然
レ
ベ
ル

は
多
く
の
場
合
不
明
だ
か
ら
、
化
合
物
の
生
態
系

へ
の
影
響

に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
研
究
せ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
の
方
法
は
も
っ
と
不
確
か
だ
。

以
上
の
理
論
的
根
拠
は
環
境
中
の
汚
染
の
レ
ベ
ル
と
生
態

系

へ
の
影
響
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
含
有
レ
ベ
ル
と

健
康

へ
の
影
響
の
関
係
の
出
発
点
は
、
い
く
ら
か
異

っ
て
い

る
。健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
汚
染
物
質
は
、
発
癌
及
び
遺
伝

有
毒
物
質
と

一
般
の
有
毒
物
質
に
わ
け
ら
れ
る
。
発
癌
物
質

や
遺
伝
有
毒
物
質
の
場
合
に
は
、
損
傷
の
リ
ス
ク
は
露
出
と

と
も
に
増
加
す
る
が
、
露
出
と
損
傷
の
程
度
の
間
に
は
関
係

が
な
い
。
こ
の
モ
デ
ル

(外
挿
法
モ
デ
ル
)
に
よ
れ
ば
、
露

出
の
"
安
全
レ
ベ
ル
"
は
あ
り
え
な
い
。
露
出
が
減
少
す
る

に
つ
れ
て
、
損
傷
の
リ
ス
ク
は
減
少
し
、
露
出
が
0
に
な
っ

た
と
き
は
じ
め
て
0
と
な
る
。
つ
ま
り
"
し
き
い
値
"
は
あ

り
得
な
い
。

も
し
ゼ
ロ
露
出
を
要
求
し
な
い
な
ら
、
ど
の
程
度
の
露
出

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
損
傷
の
リ
ス
ク
が
許
容
で
き
る
の
か

を
決
定
し
、
選
択
さ
れ
た
方
法
を
正
当
化
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
知
る
限
り

他
の
国
で
も
こ
の
方
法
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
た
父
し
低
い

リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル
と
い
う
用
語
は
し
ば
し
ば
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

外
挿
法
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル
は

一

〇
万
人
の
生
涯
で
最
高

一
つ
の
余
分
な
ガ
ソ
が
あ
ら
わ
れ
る

か
、
或
は

一
〇
〇
万
人
に
つ
い
て
一
年
間
に

一
つ
の
余
分
な

ガ
ソ
が
あ
ら
わ
れ
る
か
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
三
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人
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ソ
人
の
中
平
均

一
名
が
そ
の
生
涯
で
、
主

に
食
事
慣
習
や
喫
煙
に
よ
り
ガ
ン
に
か
か
る
と
い
う
事
実
と

比
較
さ
れ
る
。

一
方
、

一
般
の
有
毒
物
質
の
場
合
に
は
、
損
傷
の
程
度
は

露
出
と
と
も
に
増
加
し
、
露
出
が
充
分
低
げ
れ
ば
全
く
損
傷

は
お
こ
ら
な
い
。

つ
ま
り
"し
き
い
値
"が
あ
る
。
こ
の
露
出

は
動
物
実
験
や
流
行
病
の
研
究
で
決
定
し
う
る
。
影
響
が
全

く
み
と
め
ら
れ
な
い
最
大
の
露
出

(ゼ
ロ
影
響
露
出
)
又
は

影
響
が
認
め
ら
れ
る
最
少
の
露
出

(最
低
影
響
露
出
)
は
安

全
フ
ァ
ク
タ
ー
で
分
割
す
る
と
、
何
ら
影
響

の
あ
ら
わ
れ
な

い
露
出
に
対
す
る
値
が
得
ら
れ
る
。
W
H
O
に
よ
れ
ば
こ
の

安
全
フ
ァ
ク
タ
ー
は
ニ
ー
五

(比
較
的
軽
微
な

一
時
的
の
影

響
し
か
あ
た
え
な
い
化
合
物
)
か
ら
五
、
○
○
○

(重
大
な

損
傷
又
は
怪
我
を
与
え
、
そ
れ
に
人
々
が
長
期
間
露
出
し
て

い
る
化
合
物
)
に
い
た
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
方
法
を
安
全

フ
ァ
ク
タ
!
モ
デ
ル
と
い
う
。

要
約
す
れ
ば
、
人
体
の
健
康
保
護
に
は
、
発
癌
性
及
び
遺

伝
有
害
物
質
の
濃
度
が
外
挿
法
モ
デ
ル
で
計
算
し
た
あ
る

一

定
の
期
間
、

一
定
の
人
々
が
露
出
し
た
と
き

に
、

一
件
の
癌

が
余
分
に
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

一
般
的
な
有
毒
物
質
の
濃
度
は
、
安
全

フ
ァ
ク
タ
ー
モ
デ
ル
で
計
算
し
て
、
人
間
の
健
康
に
何
等
の

影
響
を
与
え
な
い
と
、
計
算
さ
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
下
げ
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
医
学
的
に
悪
い
影
響
を
与
え
な
い
損
害

の
場
合
に
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
関
与
す
る
人
び
と
の
数
に
関

連
す
る
。

環
境
性
質
に
関
す
る
特
殊
な
目
標
と
し
て
、
二
、
三
年
の

期
間
で
達
成
さ
れ
、
そ
の
た
め
特
別
な
行
動
を
必
要
と
す
る

活
動
レ
ベ
ル
と
、
計
画
目
標
の
両
者
を
も

つ
こ
と
が
適
切
で

あ
り
実
際
的
で
あ
る
。
行
動
レ
ベ
ル
は

一
方
で
は
経
済
的
、

実
際
的
可
能
性
と
、
他
方
で
は
改
良
さ
れ
た
環
境
性
質
と
に

考
慮
を
払

っ
て
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

領
域
計
画

持
続
的
開
発
こ
そ
が
社
会
の
全
領
域
に
対
す
る
基
本
的
な

要
求
で
あ
る
。
自
然

(人
間
を
含
む
)
の
許
容
範
囲
に
基
づ

く
環
境
目
標
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
工
業
、
農
業
、
林

業
等
の
各
領
域
に
お
け
る
放
出
の
減
少
と
、
有
効
な
資
源
管

理
に
移
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
地
域
的
、
越
境
的
、
地
球
的

規
模
の
問
題
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
政
府
が
、
議
会
に
三
年
毎
に

提
出
す
る
議
案
で
考
慮
さ
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
国
の
環
境
政
策
に
関
す
る

一
九
八
八
年

の
議
案
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
領
域
に
お
け
る
開
発
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ソ
と
な
っ
て
い
る
。
各
領
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

目
標
に
対
す
る
戦
略
を
提
示
す
る
責
任
を
も
つ
。
環
境
保
全

局
は
異
な
る
領
域
の
機
構
…が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
目
標
を
樹

立
す
る
の
を
助
け
、
そ
の
戦
略
の
発
展
を
監
視
す
る
。
ま
た

環
境
の
研
究
と
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
も
、
局
の
重
要
な
仕
事
で
あ

る
。異
な
る
領
域
で
の
環
境
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
経
済

的
基
準
が
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
将
来

は
放
出
に
対
す
る
負
担
料
金
が
、
採
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
経

済
的
基
準
は
正
確
に
つ
く
ら
れ
た
、
資
源
の
よ
り
有
効
な
使

用
を
す
瓦
め
、
環
境
目
標
を
達
成
す
る
コ
ス
ト
を
下
げ
、
環

境
保
全
の
新
し
い
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
。

関
心
の
高
ま
り
と
民
衆
の
関
与

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
で
は
環
境
に
対
す
る
関
心
は
高
い
。
こ
こ

数
年
間
世
論
調
査
に
お
い
て
は
、
環
境
保
全
は
優
先
順
位
の

ト
ッ
プ
に
あ
る
。
環
境
団
体
の
↓
び
①
○
お
Φ
霧

は

一
九
八

八
年
の
総
選
挙
で
議
席
を
得
た
が
、
こ
れ
は
過
去
七
〇
年
間

に
生
れ
た
最
初
の
新
議
院
団
体
で
あ
る
。
環
境
問
題
は
日
々

ラ
ジ
オ
、
T
V
、
新
聞
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
の
環
境

へ
の
関
心
の
高
ま
り
の

一
因

は
、
自
然
環
境
に
自
由
に
立
ち
入
れ
る

一
般
法
に
あ
る
。
田

舎
を
自
由
に
歩
き
ま
わ
り
、
野
生
の
イ
チ
ゴ
や
キ
ノ
コ
を
採

る
古
く
か
ら
の
権
利
は
、
天
然
資
源
の
使
用
と
自
然
へ
の
対

応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

一
般
の
人
び
と
が
考
え
、
積
極
的

に
発
言
す
る
気
持
を
助
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
環
境
保
全

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
与
え
ら

れ
、
そ
の
結
果
環
境
の
保
全
が
人
間
活
動
に
課
し
て
い
る
限

界
に
つ
い
て
、
断
え
ず
自
覚
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

国
際
的
協
力

一
九
七
二
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
連
人
間
環
境
会
議
宣

言
の
第
二

一
条
に
は
、
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
制
約
の
範

囲
内
の
活
動
が
、
そ
の
国
の
管
轄
を
こ
え
た
他
国
又
は
地
域

の
環
境
に
、
損
害
を
与
え
な
い
責
任
が
あ
る
こ
と
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
原
則
は
、
国
境
を
越
え
た
地
球
規
模
の
問
題
を
処
理

す
る
上
で
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
工
業
国
は
、

気
候
変
動
や
オ
ゾ
ソ
層
の
破
壊
の
よ
う
な
問
題
に
主
な
責
任

が
あ
る
。
持
続
的
開
発
は
経
済
活
動
に
お
け
る
資
源
の
よ
り

合
理
的
な
使
用
と
、
人
間
活
動
の
影
響
を
吸
収
す
る
生
物
圏

の
機
能
を
、
も

っ
と
尊
重
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
国
の
環

境
政
策
は
国
際
的
な
視
野
の
下
に
発
展
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

研
究
と
モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
、
公
害
除
去
戦
略
の
発
展
に
お
け

る
国
際
協
力
は
、
問
題
の
所
在
と
多
数
の
国
々
の
協
力
活
動

を
認
識
す
る
た
め
に
肝
要
で
あ
る
。
国
際
会
議
や
決
意
の
宣

言
は
必
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
公
害
を
除
去
し
、
環
境

を
改
善
す
る
も
の
で
は
な
い
。
結
局
は
、
環
境
を
守
り
わ
れ

ら
の
宇
宙
船
、
地
球
を
救
う
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
、
つ
ね

に
国
や
地
方
の
レ
ベ
ル
で
の
、
あ
ま
り
パ
ッ
と
し
な
い
細
々

し
た
苦
労
の
多
い
行
政
に
な
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
地
球
規
模
で
考
え
、
地
域
レ
ベ
ル
で
行
動
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

(八
木
健
三
訳
)

90


